








沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物（菌類・植物）
　亜熱帯気候かつ１６０もの島々からなる沖縄県の野生生物（菌類・植物）は、沖縄島北部にの
み分布するオリヅルスミレやオキナワヤスデゴケ、西表島固有のハエヤドリトガリツブタケ 、モ
ノドラカンアオイ、魚釣島にのみ分布するセンカクオトギリのように、それぞれの島で独自に進
化した固有種（固有変種）や分布域の南限であるウバメガシ、また北限のヤエヤマシタン、地史
的に興味深い分布を示すウラジロガシなど、きわめて多様な種が知られています。こうした特長
を持つ本県の植物は、本来、生育範囲が小さい種や生育数が極めて少ない種も多く、開発や過度
の採取により絶滅の危険性が高まっています。
　ここでは、本改訂において、沖縄県で絶滅または絶滅のおそれのある種として選定された野生
生物（菌類、植物）の概要を示します。
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沖縄県の自然環境（陸域～沿岸域）
　野生生物はさまざまな自然環境に適応してすみわけて生活しています。森林には多くの野生生物
が生息・生育していますが、多くの島嶼からなる本県では沖縄島や宮古島、石垣島、西表島など地
域によっても森林を形づくる植生環境やすんでいる野生生物が異なるなどの特徴が見られます。
　また、山・川・海はそれぞれ密接につながり、川と海を行き来する両側回遊性の生物が多いこと
も本県の特徴の一つとなっています。河川を通して運ばれた陸域の栄養分は、河口や干潟、沿岸域
の自然環境が形成されるために必要なものであり、多様な生物からなる生態系をささえています。
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「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（菌類編・植物編）、レッドデータおきなわ」の改訂にあたって 

 沖縄県は東西 1,000 ㎞（北大東島～与那国島）、南北 400 ㎞（硫黄鳥島～波照間島）の範囲に孤状に点在

する 160 余りの島々からなる。沖縄県は面積的には日本全体の１％に満たないが、亜熱帯海洋性気候・地

史・地形・地質・地理的位置など植物相に影響する諸条件が地域ごとに大きく異なるため、多様性・固有

性・遺存性の高い植物相を持つことで知られている。 

 このように特色ある豊富な植物相を持つ沖縄県であるが、近年野生植物の多くの種は絶滅の危機に瀕し

ており、開発が進んでいる沖縄島や久米島では、既に絶滅した植物種が相当数認められる。小さな島々か

らなる沖縄県は、わずかな面積の開発でも個々の植物種に深刻な悪影響を与えることが多い。狭い地域で

生物多様性が高いと言うことは、個々の種の個体数や生育地の数が少ないことと表裏一体の関係にある。

生物多様性を維持しながら、自然と人間が共存してゆくための一助として、本書が作成された。 

 本書の初版は 1997 年に発行された。改訂版は 2006 年に発行され、環境省版の絶滅危惧種のカテゴリー

区分と判定基準を導入した。今回の改訂が３版になる。今もなお続々と発見される新種や新記録種を収録

しながら、個々の種のランクの見直しを行った。カテゴリー判定により客観性を持たせるため、多くの調

査協力者の協力を得ながら数値基準の採用を試みたが、十分には取り入れることができなかった。次回の

改訂の重要な課題である。本書は沖縄県全体を対象としているため、地域間での希少性の違いを考慮に入

れたランク指定が十分に配慮されているとは言えない。よりきめ細やかな保全対策を策定するためには、

島嶼単位あるいは市町村単位のレッドデータブックを作成することも必要だろう。 

 改訂版から今回の３版発行までの間に、本県ではやんばる国立公園と慶良間諸島国立公園が新設され、

西表石垣国立公園や沖縄海岸国定公園が拡充されるなど、野生生物の生育地の保全がある程度保証される

ことになった。沖縄県の一部の島嶼は、その貴重な生物多様性と生態系が評価され、世界自然遺産の候補

地にもなっている。候補地以外の島々を含めて、島々の自然環境と生物多様性のより一層の保全が求めら

れている。本書が効果的な自然保護対策に少しでも役立てば幸いである。 

 沖縄県版レッドデータブック編集委員会 横田 昌嗣（琉球大学理学部教授） 
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